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研究成果の概要（和文）：保育所における不快感情の表出場面をとりあげ，保育者による対応を明らかにし，子
どもの感情調整の発達を支える保育者の援助や保育効力感との関連を明らかにすることが目的であった．2018年
11月～2019年1月に，東京都内，大阪府内公立保育所の保育者1511名に質問紙調査を実施した．その結果保育者
は朝の受け入れ49%，着替えや身支度46%，保育活動・遊び場面59%，片づけ・切り替えの場面60%，午睡の寝入
り・目覚め場面48%，子ども同士のトラブル時64%、不快時に対応していた．子どもの気持ちに寄り添う対応，具
体的にどうすればよいかを示す対応、保護者への対応があるほど、保育者効力感が高まっていた。

研究成果の概要（英文）：The objective of this study is how teachers of child care center or 
authorized center for early childhood education and care (Nintei kodomo en) support the preschoolers
 in showing their negative feeling for their emotional regulation. Eisenberg (2002) clarified that 
children who are prone to positive emotions relative to negative emotions, who are appropriately 
regulated in their social interactions, and who seek out rather than avoid or withdraw from others 
are more likely to be socially competent.We  examined how the teachers of child care center commit 
to the children's negative emotion and support their development of emotional regulation. We 
collected the data of teachers in child care center who have held a full-time position in Tokyo and 
Osaka aged 21 to 66 years old.It is clear that the teachers'type of commitment to children's 
negative emotion have a positive impact on their efficacy in developing childrens'emotional 
regulation.  
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　未就学児の感情調整の発達については、従来母子間のアタッチメントだけが重視され，保育者による援助や関
係性については無視されがちであった。コミットメントとは相互依存性理論に基づく、対象への動機づけの概念
で、複数の対象について捉えることが可能である。
　本研究は保育場面における未就学児の感情調整の発達をテーマとし、未就学児が他児や保育者など広い対象に
対して不快感情を表出する場面を捉えたことから、「共に育つ」仲間関係への移行期の援助に関し、従来の概念
の適用範囲を広げた。さらに未就学児の感情調整の発達を支えている複数の対象との関係を取り上げる必要性も
示せたことから、今後の研究に寄与すると考えられる。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

日本では共働き家庭が増え，さらに加速する IT 社会においては，養育者が乳幼児期にある子
ども一人ひとりの気持ちに寄り添うことで発達すると考えられる社会情緒的発達が危ぶまれる。
近年保育の必要度が高まり，発達早期から保育を受ける子どもが増加している。子ども同士の関
係を築く際に，互いの感情調整が困難な現状があるものと考えられる。幼稚園等では，集団形成
が難しい事例や，子ども同士のトラブルが親同士のトラブルに発展する例もある。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は，子どもの感情調整の発達を促す保育者の援助を明らかにすることである。と
くに乳幼児期の子どもたちの集団保育場面をとりあげ，０～５歳児が保育場面に表出する不快
感情に焦点をあて，保育者の援助とその機能について明らかにする。 

３．研究の方法 

本研究で用いた概念として，まずアタッチメントとは，子どもが大人に対して，危機的な場面
で保護と世話を確実に求めるための行動システムであり，単なる情緒的結びつき以上の意味を
もつ。また，不快や不安に対してＳＯＳを送れば必ず大人の保護と世話が得られるという安心感
のもとに，探索が活発化することによって，子どもの発達機会を拡大する。安定したアタッチメ
ントを形成することは，実質的な保護と世話が保障されるだけでなく，自分は安全であるという
安心感を形成し，有能な自己感につながる。しかしながらわが国において，アタッチメントに関
する言説にあまりにも多くの神話がある(近藤，2013)。すなわち，母子間のアタッチメントだけ
が重視され，非親族と未就学児との関係におけるアタッチメントについては無視されがちであ
る。こうした言説は，アタッチメント研究の中ではすでに否定されている。一方コミットメント 

(Rusbult, 1983) とは相互依存性理論に基づく，対象への動機づけの概念（加藤, 2007）で，複
数の対象について捉えることが可能であり，アタッチメント理論と比較すると，より広い対象と
の関係を捉えることができる。したがって両概念の適用範囲を広げ，「共に育つ」仲間関係への
移行期の援助に関する研究は，子どもが複数の対象と関係を維持し，感情調整の発達に寄与する
と考えられる。 

①保育所において，インタビュー調査を実施する。研究目的に合わせて乳幼児の保育場面にお
ける感情表出に関するインタビューガイドを作成した上で，フルタイムで勤務する保育者１８
名へのインタビュー（各 1 時間）調査を実施する。保育場面において乳幼児が不快感情を表出す
る場面を抽出し，保育者による発達援助あり方を質的研究によって明確化する。②調査結果をも
とに，質問紙調査「乳児から 5 歳児の保育についてのお尋ね」を作成する。未就学児の感情調整
の発達とその援助について，アタッチメント概念とコミットメント概念を用いて項目を作成し
た。具体的内容は，年齢，勤務先，勤務形態，保育所の規模，担当クラス，勤務経験年数，子ど
もやその保護者と関わる各場面において子どもが不快感情を表出した際への対応方法，西山
(2006）を参考に作成した保育者効力感 12 項目，担当する子どもの関わりにくさの評価として，
Parenting Stress Index (Abidin，2005=2006）を参考に保育者の子ども評価９項目であった．  
調査の回答票は，データ入力の専門業者に入力を依頼した．無記名で回収した． ③関東と関西
の公立保育所・認定こども園に勤務する保育者約 1500 名から回答を得て，実証的に検討した。
調査協力者のうちわけは，東京都内は 810 名，大阪府内は 701 名であった．協力者の年齢は 29

歳から 51 歳，経験年数は 5 年から 30 年までばらつきがみられた．また担当する子どもの年齢
は，0 歳児担当 10％，1 歳児担当 16.2%，2 歳児担当 16.2%, 3 歳児担当 11.9％，4 歳児担当
12.1％，５歳児担当 11％であった． 
４．研究成果 

インタビュー調査の結果，集団保育の体験は，親子関係から仲間関係への移行期にあたり，子
どもにとって適応困難な場面を経験することもあり，その際子どもが保育者に不快感情という
SOS を表出する。集団場面において乳幼児の不快感情の表出は，様々な場面において日常的に
生じることが明らかになった。子どもたちは，保育者の援助が得られるという安心感によって，
子ども同士の関係を形成し，集団において感情調整の発達が促されることが示唆された。 

研究代表者が分担者とともに取り組んだ研究において，３歳児とその父親，母親（72 組）の
自由遊び場面を観察し，Erickson ら（1985）が作成した「自発性の尊重」尺度，「限界設定」尺
度等を用いて，父母をいずれも高い群，「限界設定」のみ高い群，「限界設定」のみ低い群，３尺
度いずれも低い群の４つのタイプに分類し，その子どもの集団場面での感情調整の程度を比較
した。その結果，すべてが低い父親と限界設定のみ高い母親をもつ子どもの感情調整能力が，他
の群と比べて有意に低くなることが確かめられた（加藤・近藤, 2007）。保育就園後には保育者
の介入が必要になるケースが存在することが示唆された。子どもが不快感情や不安を訴える際
に，保育者が子ども理解に基づき，感情調整の発達を促すような適切な援助を行う必要があると
考えられる。子どもの感情調整の発達を促すために，保育所等における保育者の援助のあり方を
検討する必要があると考えられる。 

本研究において質問紙調査を実施し実証的に検討した結果，  

（１） 子ども同士の関係において，未就学児が不快感情を抱える場面では，保育者は子どもの
気持ちに寄り添い，感情を代弁する，不快感情が生じた状況を説明するなどの援助を行
うこと， 

（２） 保育者によるディリープログラムを円滑に進める上で，子どもの思いとディリープログ



ラムとの間に齟齬が生じ，子どもが不快感情を表出する場面では，保育者が従来拠り所
としている素朴理論によって援助内容が異なること， 

（３） 子どもの感情調整の発達を関係論的視点から援助する保育者，子どもの行動をコントロ
ールすることを保育者の力量と捉え行動論的視点から援助する保育者，感情調整の発達
という視点を伴わない保育者，に大別されること， 

（４） 子どもへのコミットメ ント（かかわろうとする動機づけ）は高いものの，子どもの不快
感情の表出を困ったこととして捉える保育者も存在することが明らかになった。 

 

未就学児の感情調整の発達については、従来母子間のアタッチメントだけが重視され，保育者
による援助や関係性については無視されがちであった。本研究ではコミットメントという、複数
の対象への動機づけの概念を用いて捉えた。保育場面において未就学児が，他児や保育者など広
い対象に対して不快感情を表出する場面を捉えたことから、「共に育つ」仲間関係への移行期の
援助に関し、従来の概念の適用範囲を広げることができた。さらに未就学児の感情調整の発達を
支えている複数の対象との関係を取り上げる必要性も示せたことから、今後の研究に寄与する
と考えられる。共働き家庭が増加するわが国において，多様な家庭で育つ乳幼児は集団場面にお
いて不快感情を表出するが，発達の契機となる重要なサインである。その際，保育者が柔軟な対
応や適切な介入を行うことによって，未就学児の感情調整の発達を促すとともに，保育者自身の
効力感を高めることにも関連していることが示唆されたことは本研究の成果である。さらに従
来の国内外の研究では，感情調整の発達は養育者―子どもの親子関係で育まれるとされてきた
が，子どもの感情調整の発達を保育者―子ども関係でみることの重要性について明らかにした
ことの意義は大きい。 
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